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  ２０２３年２月６日発行  

  先手必笑 ～先に笑顔で声をかけよう～ 

 「こんなあいさつを、どう思いますか？」と、２月の全校朝会で子どもた

ちに尋ねてみました。 

 １ 何を言っているのかよく分からないあいさつ 

 ２ 相手を見ないでするあいさつ 

 ３ 無表情でするあいさつ 

 

 子どもたちは、どのあいさつも「良いあいさつではない」と考えているようです。３学期

初めに行ったアンケートの中で、「進んであいさつをしていますか？」との質問に対して、

「とても思う」と回答した子が全体の８割を超えました。しかし、保護者の皆様や教員の回

答からは、ある程度できてはいるけど、まだ不十分だと感じていることが分かりました。 

 日頃の子どもたちのあいさつを見ていると、声が小さかったり、目が合わなかったり、表

情が暗かったりと、気になる点がいくつかあります。あいさつで大切なことは、気持ちを相

手に伝えることです。「毎日みんながしているあいさつは、どうだろう」と投げかけ、自分

のあいさつについて考えてほしいとお願いしました。 

 私の体験となりますが、朝の通勤途中に、オレンジ色の作業服を着て道路掃除をしている

おじさんがいます。その方は通勤で使っている車の運転手のお友だちなのですが、私たちの

車を見つけると必ずあいさつをしてくれるのです。日本人が乗っていることを知ると、「Ｏ

ＨＡＹＯ」と、とても大きな声であいさつをしてくれます。しかも、満面の笑顔で…。 

私はそんなあいさつに出会うと、心がほっこりします。その方に限らず、お店の人、ポル

テイロさん、エレベーターで一緒になった人など、皆さん笑顔であいさつを

してくれます。時には見ず知らずの人から声をかけられることもあります。

これはブラジル人（カリオカ？）のとても素敵なところだと思っています。 

 あいさつの心得は、微笑みながら相手の目を見て、伝わるボリュームで言

うことです。今年度も残りわずかとなりましたが、みんなで素敵なあいさつ

ができるよう取り組んでいきます。 

  

今月の生活目標 
 最近、大変暑い日が続いています。リオらしいと言えばリオらしいの

かもしれませんが、熱中症にならないためにも対策は必要です。先日の

代表委員会で子どもたちは、２月の生活目標を「こまめに水分補給をし

よう」と決めました。まずはしっかりと水分補給をし

ながら、この暑さを乗り切っていきたいと思います。 

 また、子どもたちは休み時間や体育

の後、たくさんの汗をかいています。

汗拭き用タオルや着替え等も、必要に

応じて持たせてください。子どもたち

が健康で楽しく学校生活が送れるよ

う、ご協力をお願いいたします。 



水泳教室終了 1月 5日～2月 3日 全 7回実施 

 リオの輝く太陽に照らされながら、日学ではこの時期、フルミネ

ンセクルービーのプールをお借りして水泳教室を実施しています。

２７日（木）には、保護者の皆様にも参観していただきました。子

どもたちの上達は目覚ましく、上級生はクロール、平泳ぎ、背泳ぎ

ができるようになりバタフライにも挑戦中です。また、水に顔をつ

けるのもままならなかった低学年の子どもも、蹴伸びからバタ足で

数メートル泳げるようになりました。 

 水泳教室の日に、現地の方から声をかけられることがあります。いつも日学の指導を見学

しているフルミネンセ会員歴６０年という男性は、指導が素晴らしく子どもたちがきちんと

泳げるようになっている。素晴らしいので毎日でもいいから来て練習してほしいと言ってい

ました。また、モザンビーク出身という男性は、水泳指導のシステムと子どもたちの様子が

素晴らしいとほめてくださいました。教育課程の関係でずっと水泳ばかり行うわけにはいか

ないのですが、大変う

れしく思いました。日

本の学校では当たり前

の指導法ですが、ブラ

ジルの方の目には新鮮

に映ったようです。 

 これからも、日本の

教育と遜色ない指導を

水泳以外でも継続し、

子どもたちのたくさん

の可能性を伸ばしてい

きたいと思います。 

  

                      

 

国語新聞 中 2 
 この新聞では、「国

語を学ぶのは何のた

め？」というテーマで、いくつかの文章

を分析しています。椎名誠氏の物語文、

沼田英治氏の説明文。また、太宰治氏の

「走れメロス」の文体の特徴にも迫って

います。そして、国語は、自分の意見を

思うように言葉に表すスキルを身につけ

るためにある、と結論付けていました。 

 このように中学２年生が、自分の意見

を国語新聞という形で、きちんと述べる

ことができていることに、小１から８年

間積み重ねてきた国語学習の成果を感じ

ています。 

 日学では、子どもたちは時間があれば

図書室の本を読んでいます。小さな積み

重ねかもしれませんが、継続は大きな力

となっていきます。子どもたちの国語力

がつくよう指導を続けます。  

泳ぎ終えて保護者と一緒に笑顔で「日学ファミリー！」 📸カシャッ 

 

 


